
人事行政の運営などの状況を公表します        足立区 

人事行政とは、職員の採用や研修、福利厚生など職員全般に関することをいいます。「足立区人事行政の

運営等の状況に関する条例」に基づき、人事行政運営の公正性、透明性を高めることを目的に、前年度にお

ける人事行政の運営状況を区民の皆様にお知らせします。 

 

―足立区の状況― 

１ 職員状況 

（１）職員数                           （令和５年４月１日現在）単位＝人 

職 部長級 課長級 係長級 主任 一般 技能系 常勤計 再任用 合計 

男 23 68 571 442 567 127 1,798 180 1,978 

女 4 7 273 635 662 1 1,582 181 1,763 

男女計 27 75 844 1,077 1,229 128 3,380 361 3,741 

(前年度) (31) (80) (807) (1,125) (1,158) (131) (3,332) (354) (3,686) 

※再任用とは、常勤職員が定年退職後、原則として５年間を限度に勤務実績等に基づく選考により採用する

職であり、今年度は７３名を採用しました。 

なお、再任用になると、勤務時間、給与等は新たな制度となり、再任用終了後の退職金の支給もありません。 

 

（２）年齢別構成                                    単位＝人 

区 分 20歳 

未満 

20歳～ 

24歳 

25歳～ 

29歳 

30歳～ 

34歳 

35歳～ 

39歳 

40歳～ 

44歳 

45歳～ 

49歳 

50歳～ 

54歳 

55歳～ 

59歳 

60歳～ 

 
計 

職員数 2 241 466 446 530 352 359 474 409 462 3,741 

 

（３）職員採用・退職の状況（再任用退職を除く。）         単位＝人 

 事務系 福祉系 技術系 医療技術系 技能系 教育職 計 

採用 100 41 24 10 4 0 179 

退職 80 39 20 8 7 0 154 

 

退職者の内訳（職層別）                                 単位＝人 

 
部長級 

統括 

課長 
課長 

課長 

補佐 
係長 主査 主任 係員 

統括 

技能長 
技能長 

技能 

主任 
技能職 

指導 

主事 
計 

退職 8 0 2 27 20 10 51 29 0 2 4 1 0 154 

採用は令和５年４月 1 日付採用、 
退職は令和４年４月 1 日～令和５年３月３１日の１年間の状況 

 

２ 懲戒処分等の状況（令和４年度）                 単位＝人 

懲戒処分 分限処分 

免
職 

停
職 

減
給 

戒
告 

計 

免
職 

降
任 

休
職 

降
給 

計 

0 0 1 3 4 0 0 66 0 66 

※懲戒…職員に法令違反などの一定の義務違反があった場合に行われる処分です。 
※分限…病気など、職員が一定の事由によって職務を十分に果たすことができない場合に行われる処分

です。 



３ 研修実績（令和４年度） 

区分 回数 受講人数 

区研修 95 6,550 

特別区研修 141 687 

合計 236 7,237 

 

４ 人事評価・定期評価 

（１）管理職員 

目標管理の結果に基づき、業績評価、能力評価を行う人事評価を実施しています。人事評価の結果は、

昇任、昇給、勤勉手当の支給率に反映しています。 

（２）一般職員 

   年１回定期評価を実施しています。評価結果については、昇給や昇任選考の参考にしています。また、

勤勉手当の支給率にも反映しています。 

 

※評価結果による反映（令和４年１２月支給分） 

勤勉手当支給率（標準を１００とする。）        単位＝％ 

成績 管理職員 係長級職員 主任 一般 

最上位 

上位 

下位 

最下位 

125.06 

112.53 

97.50 

95.00 

112.29 

106.14 

98.75 

97.50 

109.50 

104.75 

98.75 

97.50 

104.85 

102.42 

98.75 

97.50 

 

５ 職員の福利厚生制度 

（１）東京都職員共済組合  

   職員の掛金と地方公共団体の負担金を財源として、短期給付事業（病気やケガの医療費等）、長期給

付事業（年金給付）などを行っています。 

（２）特別区職員互助組合 

   職員の掛金を財源として、保険、各種セミナーや相談事業等を行っています。 

（３）足立区職員互助会 

   職員掛金と区からの助成金を財源として、区職員相互の共済及び福利厚生の増進を図るため、厚生・

給付・貸付の各事業、職員食堂の運営等を行っています。職員掛金と区からの助成金の比率は、概ね 

1：0.5の負担により実施しています。 

 

  職員互助会の設置状況（令和４年度実績） 

会員数 総事業費 区助成金支出額 
総事業費に対する 

区助成金割合 

4,255 人 118,857千円 
24,400千円 

1 人当たり 5,734円 
20％ 

※会員数は、令和 4年 4月時点の人数。 



（４）職員住宅の状況                       令和５年４月１日現在 

名称 建設年 区分 間取り 室数 入居室 月使用料 

五反野職員住宅 

（五反野保育園併設） 
S45 世帯・単身 1K～2DK 7 7 

16,000～

42,000円 

 

６ 昇任等の状況                        （令和５年４月１日）単位＝人 

  職 部長 

参事 

課長 課長 

補佐 

係長 主査 主任 統括 

技能長 

技能長 技能 

主任 

合計 

昇任数 3 1 26 14 84 98 1 2 1 230 

※課長補佐には、管理職待機者７名を含む。 

 

７ 昇任選考の状況（令和４年度）                         単位＝人 

 管理職 課長補佐 係 長 主任 統括技能

長 

技能長 技能主任 

有資格者 1,118 152 681 580 17 61 13 

申込者 14 56 ※ 190 1 4 1 

合格者 7 20 181 98 1 2 1 

※係長職への昇任は、平成 30 年度以降、行政系人事制度改正により申込みではなく、有資格者の中か

ら能力実証により実施。ただし、経過措置により一部申込みによる能力実証対象もいる。 

 

８ 休暇の状況（非常勤職員を除く。）   単位＝人 

病気休暇 妊娠出産休暇 介護休暇 

180 61 7 

年次有給休暇の平均取得日数  16.8日（教育委員会等除く） 

 

９ 休業の状況（非常勤職員を除く。）   単位＝人 

育児休業 部分休業 配偶者同行休業 

171 107 0 

 

10 再就職の状況      （令和５年度）単位＝人 

公益法人等 民間企業 

0 0 

   ※令和４年４月２日から令和５年３月３１日までに離職した管理監督者のうち、届出のあった者 

 

11 等級及び職制上の段階ごとの職員数（令和５年４月１日現在） 

  別紙のとおり 



（％） 職名 （人） （人） （％） 段階

係員 1,175

計 1,175

主任 1,135

計 1,135

主査 247

係長・担当係長 397

館長・園長・副園長・所長 41

計 685

課長補佐 252

所長・園長・館長 24

計 276

課長 66

館長・所長・センター長 7

副参事・専務取締役 19

計 92

部長 14

局長・室長・所長 12

参事 14

計 40

合計 3,403 (316) (47) 100.0%

※合計欄の括弧書きの人数については、左欄に再任用職員、右欄に一般任期付職員・育児休業代替任期付職員・臨時的任用職員を内数として記載

※割合は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計値と一致しない場合がある。

―

（2）

―

（人）

(86) 8.1% 276 8.1%

課
長
補
佐

（9）

1,135 33.4%
主
任

（100）

（45）

―

係
員

34.5%

685 20.1%
係
長

等級及び職制上の段階ごとの職員数(行政職給料表(一)）

等級
等級別基準職務表に規定する基準

となる職務

合計 内訳 職制上の段階

２級 主任の職務 1,135 33.4%

３級 係長、担当係長又は主査の職務 685 20.1%（83） ―

１級 係員の職務 1,175 34.5% 1,175

2.7%
課
長

部
長

５級 課長、担当課長又は副参事の職務 92 2.7% 92

1.2% 40 1.2%

（23）

（15）

４級 課長補佐の職務 276

６級 部長、担当部長又は参事の職務 40



（％） 職名 （人） （人） （％） 段階

技能１級職 28

計 28

技能主任 90

計 90

技能長 31

計 31

統括技能長 3

計 3

合計 152 （34） 100%

※合計欄の括弧書きの人数については、再任用職員を内数として記載

※割合は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計値と一致しない場合がある。

技
能
長

28 18.4%

90 59.2%

係
員

(5) 20.4%

統
括

技
能
長

（人）

3 (2) 2.0% 3 2.0%

技
能
主
任

31 20.4%

59.2%（17）

18.4%(10)

等級及び職制上の段階ごとの職員数(行政職給料表（二））

等級
等級別基準職務表に規定する基準

となる職務

合計 内訳 職制上の段階

４級 統括技能長の職務

１級 係員の職務 28

２級 技能主任の職務 90

３級 技能長又は担当技能長の職務 31



（％） 職名 （人） （人） （％） 段階

係長 0

計 0

課長 0

計 0

所長 1

専門参事 1

計 2

合計 2 （0） 100%

※合計欄の括弧書きの人数については、再任用職員を内数として記載

※割合は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計値と一致しない場合がある。

等級及び職制上の段階ごとの職員数(医療職給料表（一））

等級
等級別基準職務表に規定する基準

となる職務

合計 内訳 職制上の段階

（人）

―

―
係
長

２級 課長、担当課長又は副参事の職務 0 0.0% 0 0.0%
課
長

１級 係長、担当係長又は主査の職務 0 0.0% 0 0.0%

部
長

３級 部長、担当部長又は参事の職務 2 100.0% 2 100.0%―



（％） 職名 （人） （人） （％） 段階

係員 14

計 14

主任 4

計 4

主査 2

係長・担当係長 12

計 14

課長補佐・担当係長 4

所長 0

計 4

課長 2

計 2

合計 38 (3) (2) 100.0%

※合計欄の括弧書きの人数については、左欄に再任用職員、右欄に育児休業代替任期付職員を内数として記載

※割合は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計値と一致しない場合がある。

(2)

―

―

―

―

等級及び職制上の段階ごとの職員数(医療職給料表（二））

等級
等級別基準職務表に規定する基準

となる職務

内訳 職制上の段階

（人）

合計

36.8%―
係
員

２級 主任の職務 4 10.5% 4 10.5%
主
任

１級 係員の職務 14 36.8% 14

―

10.5% 4

2 5.3%５級 課長、担当課長又は副参事の職務 2 5.3%

10.5%

３級 係長、担当係長又は主査の職務 14

課
長

―

（2）

14 36.8%（1）
係
長

課
長
補
佐

36.8%

４級 課長補佐の職務 4



（％） 職名 （人） （人） （％） 段階

係員 51

計 51

主任 40

計 40

主査 13

係長・担当係長 16

計 29

課長補佐・担当係長 11

計 11

課長 1

計 1

合計 132 （8） （2） 100.0%

※合計欄の括弧書きの人数については、左欄に再任用職員、右欄に育児休業代替任期付職員・臨時的任用職員を内数として記載

※割合は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計値と一致しない場合がある。

３級 係長、担当係長又は主査の職務 (1)

（5）

―

29

４級 課長補佐の職務 11

課
長

５級 課長、担当課長又は副参事の職務 1 0.8% 1 0.8%―

（2）

係
長

11 8.3%

課
長
補
佐

29 22.0%22.0%―

―

― 8.3%

―

（2）

係
員

２級 主任の職務 40 30.3% 40 30.3%
主
任

１級 係員の職務 51 38.6% 51 38.6%

等級及び職制上の段階ごとの職員数(医療職給料表（三））

等級
等級別基準職務表に規定する基準

となる職務

合計 内訳 職制上の段階

（人）


